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小児－ハイリスク低出生体重児 

Clinical Question 4 

哺乳不良を呈する低出生体重児に対して、口腔内刺激、口腔周囲刺激、 

Nonnutritive sucking（非栄養的吸啜）のいずれを実施することが推奨され

るのか。 

ステートメント 口腔内刺激を中心とした複合的な介入や非栄養的吸啜は、経口哺乳を確立す

るまでの期間や入院期間を短縮する効果が期待できるため、その実施を提案す

る。 

     

 
□作成班合意率 100％ 

解説   

◇CQ の背景   

 口腔内または口腔周囲の刺激や非栄養的吸啜（Nonnutritive sucking 以下 NNS）の哺乳練習は、経口摂取能力の向

上を目的に実施されている。しかし、介入方法の有効性について一定の見解は示されていない。⾧期的な嚥下機能

への影響も含めて、適切な介入方法について明らかにすべきである。 

 

◇エビデンスの評価    

口腔内刺激および口腔周囲刺激、NNS を用いた複合的な刺激による効果については、ランダム化比較対照試験

（randomised controlled trial；以下 RCT）が 3論文確認され、全て療法士による介入であった。Pareshkumar ら

は、在胎週数 30-34 週の早期産児に対し、日常ケアである NNS と 8 時間のカンガルーマザーケアに加え、5 分の経

口刺激プログラム（口腔周囲と口腔内への刺激）を 1 日 2 回行った。Ghomia らは、在胎週数 29 週の早期産児へ、

５分の経口刺激プログラム（口腔周囲と口腔内への刺激 3 分後、NNS の促通 2 分）を１日１回、10 日間行った。早

期産児を対象としたこれらの論文では、経口哺乳が確立するまでの期間が短く、その時点での経口哺乳量や体重増

加の割合が高く、入院期間が短かった１）２）。一方吸啜能力が低いと判断された基礎疾患のない在胎週数 36 週未満の

早期産児に対し、1 回 15 分の Vojta の手法に基づいた吸啜と嚥下刺激を行った論文では、経管栄養からの離脱や退

院時期への効果は明らかでなかった３）。 

NNS の効果については、RCT が４論文、非ランダム化比較試験（以下 NRCT）が 1 論文確認された。入院期間

の短縮と体重増加を示すものが多く 4)~6）、一部に吸啜圧の増加や吸啜パターンの成熟を促すとする報告もある 7)。

またそれらは、経口哺乳確立までの期間も短縮すると報告している 4)~7)。NNS は、おしゃぶりを用いて行う方法が多

いが、直接母乳を基本とする施設では、直前に搾乳をした乳房にて行う方法も用いられている５)。また、NNS は経

管栄養中に行う 4)~8)が、哺乳に適した覚醒状態を促すために経管栄養もしくは経口摂取の前 8)、または前後５)も 5 分-

15 分程度行う方法もある。Harding らの論文のみが両親が指導をうけて NNS を実施しており、経口哺乳確立まで

の日数には差はないが、入院日数は有意に短いことを報告している 8)。NNS に関する研究の対象者は、在胎週数 26

～35 週未満であり、それぞれの研究で NNS を開始する時期にばらつきがある。 

また、吸啜運動を促通するデバイスとして、吸啜運動と休憩のパターンをプログラムしておしゃぶりを自動的に

動かす Patterned orocutaneous therapy の効果について検討する NRCT、RCT が、それぞれ 1 論文確認された 9)10)。

通常のおしゃぶりのみを使用する場合と比較して、吸啜パターンの成熟を促し 9)10)、経口摂取量が増え 9)、経口哺乳

確立までの期間を短縮し 10)、とくに在胎週数 29～30 週出生のグループでは入院期間の短縮が報告されている 10)。 

 今回の CQ にある「哺乳不良を呈する低出生体重児に対して、口腔内刺激、口腔周囲刺激、 

Nonnutritive sucking（非栄養的吸啜）のいずれを実施することが推奨されるのか。」に関しては、それぞれについ

てどの方法がより効果的かを示す論文はなく、NNS もしくは NNS を含む口腔内刺激、またはすべてを含む複合的

な口腔感覚運動刺激プログラムについて検討されている。そのため、ある一定の方法を提案することはできない。

しかし、NNS、もしくは複合的な口腔内刺激を用いた哺乳練習は、経口哺乳確立までの期間や入院期間の短縮、体

重増加や吸啜運動パターンの成熟を促す可能性が報告されている。ただし、今回の採択した論文には、口腔周囲刺



2 
 

激単独での介入に関する報告はなく、口腔周囲刺激のみの影響は不明である。また、いずれの論文も出生後の経口

哺乳確立までの時期を対象とした研究であり、⾧期的な嚥下機能については明らかではない。 

 

◇益と害のバランス評価   

 口腔内刺激、口腔周囲刺激、 NNS のいずれにしても、間接的な哺乳練習であり、悪影響の報告はなかった。考え

られる害としては、唾液の誤嚥や無呼吸など呼吸への影響があるが、採択した論文では誤嚥や呼吸への問題に関す

る報告はなかった。口腔内刺激および口腔周囲刺激を用いた複合的な刺激や NNS による哺乳練習は益が害を上回る。 

 

◇患者の価値観・希望   

 安全かつ安定した経口哺乳の確立は、児や家族の生活に影響し、自宅退院へ移行する上で重要である。その為、

哺乳不良を呈する児に対する介入は患者家族の価値観や希望と一致すると思われる。Harding らは、経口哺乳の獲

得までの期間に差がないにも拘らず、家族が NNS を行った結果自宅退院が早かったのは、親の自信へ支援できた可

能性を示唆している 8)。 

 

◇コストの評価   

一般的なおしゃぶりや介助者の指等を使用しての非栄養的吸啜や口腔内刺激を行う場合は、経済的負担は比較的軽

いと考えられるが、Patterned orocutaneous therapy のように、特殊な装置を用いた口腔内刺激については、別に

コストが発生する。しかし、経口哺乳の獲得を早め、入院期間の短縮を促すことで、入院費用の軽減につながって

いる。 
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